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高橋俊明 氏  元 愛 媛 県 繊 維 産 業 試 験 場 技 術 支 援 室 長  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

た か は し ・ と し あ き  ☆  1 9 4 8 年 、 越 智 郡 宮 窪 町 （ 現 ・ 今 治 市 宮 窪 町 ）生

ま れ 。1 9 6 7 年 に 愛 媛 県 立 今 治 南 高 等 学 校 を 卒 業 し た の ち 、1 9 6 7 年 大 阪 芸

術 大 学 芸 術 学 部 美 術 科（ 油 絵 専 攻 ）へ 入 学 。同 大 学 を 卒 業 後 、 1 9 7 1 年 に 愛

媛 県 染 織 試 験 場 の デ ザ イ ン 部 門 の 技 術 者 と し て 着 任 。1 9 8 6 年 同 試 験 場 主 任

研 究 員 、2 0 0 1 年 愛 媛 県 繊 維 産 業 試 験 場 技 術 支 援 室 長 、2 0 0 8 年 愛 媛 県 産 業

技 術 研 究 所 繊 維 産 業 技 術 セ ン タ ー 技 術 支 援 室 長 な ど を 歴 任 し 、2 0 1 1 年 現 役

か ら 退 く 。 退 職 後 、「 ギ ャ ラ リ ー 遊 」 を 主 催 。  

 

愛 媛 県 染 織 試 験 場 は 1 9 2 2 年 に

開 設 さ れ た 愛 媛 県 工 業 講 習 所 を 前

身 に も つ 、歴 史 あ る 公 設 試 験 研 究 機

関 で あ る 。そ れ 以 来 、名 称 を 変 え つ

つ 、今 治 タ オ ル 工 業 の 発 展 を 技 術 開

発 、人 材 育 成 、ネ ッ ト ワ ー ク 形 成 な

ど 多 方 面 か ら 支 え て き た 。  

1 9 7 0 年 代 に 入 り 、染 織 試 験 場 が

大 卒 者 を 採 用 し は じ め た 第 一 世 代

が 高 橋 俊 明 氏 で あ る 。大 阪 芸 大 を 卒

業 し て す ぐ に 染 織 試 験 場 に 入 り 、デ

ザ イ ン の 専 門 知 識 と 独 自 の セ ン ス

を タ オ ル づ く り に 反 映 さ せ て き た 。

染 織 試 験 場 で は 、① デ ザ イ ン 、② 染

色 、③ 製 織 の 3 つ の 部 門 に 各 専 門 技

術 者 が い る が 、今 回 の「 タ オ ル び と 」

で は ① の デ ザ イ ン 部 門 の 技 術 者 で

あ っ た 高 橋 氏 に 話 を う か が う 。  

 

 

 

 

 

 

高橋俊明氏  

（「ギャラリー遊」に集う仲間が描いた高橋氏の似顔絵）  
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1．  愛 媛 県 染 織 試 験 場 と 今 治 タ オ ル  

 

今治タオルの歴史に染織試験場あり 

 

今 治 タ オ ル の 発 展 を 考 え る と き 、 産 地 組 織 の 役 割 を 見 逃 し て は な

ら な い 。な か で も 愛 媛 県 染 織 試 験 場（ 以 下 、染 織 試 験 場 ）は 、192 2

年 の 開 設 以 来 、 タ オ ル 工 業 に お け る 技 術 開 発 や 人 材 育 成 、 産 地 ネ ッ

ト ワ ー ク 形 成 な ど 多 方 面 か ら そ の 成 長 を 支 え て き た 。  

染 織 試 験 場 は 、 19 21 年 1 1 月 の 愛 媛 県 令 第 5 9・ 6 0 号 の 布 達 を

う け て 1 9 2 2 年 に 現 在 の 今 治 市 泉 川 町 に 設 立 さ れ た 愛 媛 県 工 業 講 習

所（ 以 下 、工 業 講 習 所 ）を 前 身 に も つ 。設 立 の 目 的 は お も に 2 つ あ

り 、 ひ と つ は 染 織 工 業 に た ず さ わ る 技 術 者 の 養 成 、 も う ひ と つ は 染

織 業 者 へ の 技 術 指 導 で あ っ た 。 技 術 者 の 養 成 で は 、 染 織 試 験 場 内 に

織 機 科 と 色 染 科 の 2 学 科・各 2 年 課 程 が 設 置 さ れ 、一 般 教 養 科 目 と

専 門 実 践 科 目 の 修 得 を と お し て 織 物 に 必 要 な 基 礎 知 識 が 叩 き 込 ま れ

た 。 染 織 試 験 場 で 学 ん だ 人 た ち は 、 の ち ほ ど タ オ ル メ ー カ ー や 染 色

加 工 業 の 会 社 を 立 ち 上 げ 、 今 治 の タ オ ル 工 業 の 発 展 に お い て そ の 一

翼 を 担 っ て い っ た 。  

技 術 指 導 で は 、 戦 後 今 治 が タ オ ル 生 産 で 日 本 一 と な る 技 術 的 基 盤

を 用 意 し た 。 工 業 講 習 所 が 開 設 さ れ た と き に 技 師 兼 講 師 と し て 着 任

し た 菅 原 利 鑅
と し は る

  は 、 1 9 2 2 年 に 原 田 式 小 幅 ド ビ ー 機 を 開 発 し て 紋

織 タ オ ル を 製 織 し 、つ い で 1 9 2 5 年 に 北 織 式 広 幅 ジ ャ カ ー ド 機 を 完

成 さ せ 、 現 在 の 今 治 タ オ ル の 原 型 を つ く り 上 げ た 。 そ れ ま で 今 治 で

生 産 さ れ た タ オ ル は 大 阪 の 泉 州 タ オ ル の 模 倣 品 に す ぎ な か っ た が 、

こ れ 以 降 、 今 治 の タ オ ル メ ー カ ー で は ジ ャ カ ー ド 機 を も ち い た 紋 織

タ オ ル を 製 造 す る よ う に な り 、 他 の タ オ ル 産 地 と の 差 別 化 を 図 る こ

と に 成 功 し た 。  

 

 

 

LOOKS
ノート注釈
1882年山形県鶴岡市に生まれ。東京高等工業学校を卒業後、福島県工業試験場、東洋紡績島田工場長をへて、1922年の工業講習所設立と同時に今治に赴任。その後、1932年から1934年工業講習所長、1935年から1946年染織試験場長を歴任し、タオル工業を中心に数多くの染織技術者を育成した。
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 こ の よ う に 、 戦 前 か ら 染 織 試 験 場 は 今 治 の タ オ ル 工 業 が 発 展 し て

い く 過 程 で 重 要 な 役 割 を 果 た し て き た 。 そ し て 戦 後 も 引 き つ づ き 、

人 材 育 成 や 技 術 開 発 に お い て 貢 献 し 、 さ ら に 産 地 の ネ ッ ト ワ ー ク 形

成 に お い て 中 心 的 な 役 割 を 演 じ て き た の で あ る 。 よ り 具 体 的 に は 、
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技 術 開 発 や 新 商 品 開 発 、 依 頼 試 験 ・ 加 工 、 開 放 試 験 室 の 提 供 、 機 器

提 供 、 企 業 訪 問 に よ る 技 術 相 談 ・ 技 術 支 援 、 研 修 生 の 受 入 指 導 、 研

究 会 ・ 講 習 会 ・ 講 演 会 の 開 催 、 技 術 情 報 提 供 な ど を つ う じ て 、 産 地

の タ オ ル メ ー カ ー や 染 色 加 工 業 者 、縫 製 業 者 な ど の タ オ ル 関 連 企 業 、

四 国 タ オ ル 工 業 組 合 や 愛 媛 県 繊 維 染 色 工 業 組 合 な ど の 各 組 合 、 今 治

地 場 産 業 振 興 セ ン タ ー や 今 治 市 役 所 な ど の 公 共 団 体 な ど の 橋 渡 し を

お こ な い 、 産 地 ネ ッ ト ワ ー ク を 形 成 し て き た 。  

 こ れ ら の 重 要 な 任 務 を 遂 行 し た 染 織 試 験 場 の 技 術 者 た ち は 、 戦 後

し ば ら く 、 中 学 校 を 卒 業 し て こ つ こ つ 技 術 を 積 ん だ 人 や 高 校 を 卒 業

し て 専 門 技 術 を 身 に つ け た 人 が 主 流 で あ っ た が 、 197 0 年 代 に 入 っ

た 頃 か ら 大 卒 者 を 採 用 す る よ う に な っ た 。 そ の 第 一 世 代 が 高 橋 俊 明

氏 で あ る 。  
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2．  幼 ・ 少 ・ 青 年 時 代  

 高 橋 氏 は 、 194 8 年 、 宮 窪 町 役 場 に 勤 務 し て い た 父 親 と 農 業 を 営

む 母 親 と の 間 に 長 男 と し て 今 治 市 の 島 し ょ 部 ・ 大 島 の 宮 窪 町 早 川 に

生 ま れ た 。 兄 弟 は 、 下 に 弟 が ひ と り い る 。 195 5 年 に 宮 窪 町 立 余 所

国 小 学 校 に 入 学 し た が 、 一 （ ひ と ） ク ラ ス し か な い 小 さ な 学 校 だ っ

た こ と も あ り 、 子 供 な が ら 「 町 に 出 た い 」 と い う 想 い が 沸 沸 と あ っ

た 。そ の 想 い を 行 動 に 移 し た の は 、小 学 校 3 年 を 終 え た と き で あ る 。

両 親 を 説 得 し 単 独 で 島 を 離 れ 、 今 治 市 内 の 父 方 の 叔 母 の 家 で 下 宿 生

活 を は じ め た 。 19 58 年 4 月 、 今 治 市 立 常 盤 小 学 校 4 年 に 転 入 し 、

そ の 後 今 治 市 立 日 吉 中 学 校 に 入 学 し た 。 戦 後 の ベ ビ ー ブ ー ム の 影 響

も あ り 、 当 時 は 4 0〜 5 0 人 編 成 の ク ラ ス が 1 2 も あ っ た 。  

 

        

 

 

 美 術 に 開 眼 し た の は 中 学 校 時 代 で あ る 。 美 術 部 に 入 っ て 描 い た 絵

が 入 選 し 、こ れ を 皮 切 り に 数 多 く の 展 覧 会 に 応 募 す る よ う に な っ た 。

結 果 は 、 負 け 知 ら ず の 百 戦 練 磨 。 絵 の 道 に 進 む こ と を 決 意 す る 。

1 9 6 4 年 に 愛 媛 県 立 今 治 南 高 等 学 校 に 入 学 し 、 も ち ろ ん 美 術 部 に 所

属 し た 。 高 橋 氏 が 美 術 に 魅 了 さ れ た の は 、 中 学 ・ 高 校 の 恩 師 の 影 響

も あ る 。 と く に 高 校 時 代 の 美 術 の 先 生 に は 、 た く さ ん の こ と を 教 わ

っ た 。 デ ッ サ ン の 描 き 方 な ど 技 術 的 な 指 導 の ほ か に 、 将 来 を 見 据 え

1 歳の頃の高橋俊明氏  

 

美 術の楽しさに目覚めた頃  

 
（ 写真：高橋俊明氏提供）  
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た ア ド バ イ ス を も ら っ た 。た と え ば 、「目 先 の こ と を 考 え る な 、絵 の

道 に 進 む 決 意 が あ る な ら 時 間 を 惜 し ん で デ ッ サ ン し な さ い 」、「 大 学

に 入 っ た ら 、誰 に で も 優 し い 先 生 よ り 気 難 し い 先 生 に 師 事 し な さ い 」

な ど 、 の ち の 高 橋 氏 の 行 動 の 指 針 に な っ て い く 。 高 橋 氏 は 、 い つ し

か 恩 師 の よ う な 高 校 教 員 に な り た い と お も う よ う に な り 、 大 学 に 進

学 し た 。  

 ま ず は 大 阪 芸 術 大 学 を 受 験 、 つ い で 東 京 の 芸 術 大 学 も 受 験 す る 予

定 だ っ た が 体 調 不 良 の た め 受 験 を 断 念 し 、 結 局 大 阪 芸 術 大 学 芸 術 学

部 美 術 科 （ 油 絵 専 攻 ） に 入 学 を 決 め た 。 高 橋 氏 は 、 大 学 の 目 の 前 に

あ っ た 3 畳 一 間 の 学 生 寮 に 入 り 、油 絵 を 描 く 毎 日 を 過 ご し た 。寮 生

活 で は 、 朝 早 い 高 橋 氏 が 夜 遅 い 先 輩 た ち を 起 こ す の が 日 課 で あ り 、

先 輩 た ち に 重 宝 さ れ た 。創 作 活 動 で は 、京 都 の 画 廊 で 3 人 展 を 開 催

し た り 、 地 元 今 治 の 画 廊 で 初 の 個 展 を 開 い た り し た 。  

 

     

   

 

 大 学 卒 業 後 は 高 校 教 員 を 目 指 し て い た の で 、 予 定 ど お り 愛 媛 県 の

教 員 採 用 試 験 を う け 、 見 事 合 格 し た 。 し か し 、 合 格 の 知 ら せ が 届 く

直 前 、 高 橋 氏 も 予 期 し な か っ た 出 来 事 が 起 こ っ た 。 染 織 試 験 場 か ら

直 接 高 橋 氏 に 染 織 試 験 場 の 採 用 試 験 を う け て ほ し い と の 依 頼 が あ っ

た の で あ る 。染 織 試 験 場 で は 突 如 1 名 の 欠 員 が 出 て い た 。欠 員 の 理

大阪芸術大学時代  

 

染 織試験場に入所した頃  

 
（ 写真：高橋俊明氏提供）  



「タオルびと」2014 年 12 月号（高橋俊明氏編①） 

7 

Copyright (C) Imabari City Library All Rights Reserved. 

由 は 、 他 県 出 身 の 技 術 者 が 研 修 の た め 京 都 の 染 織 試 験 場 に 派 遣 さ れ

た ま ま 職 場 を 移 っ て し ま っ た の で あ る 。 こ の よ う な 経 緯 か ら 、 染 織

試 験 場 で は 、 で き れ ば 地 元 出 身 の 技 術 者 の 採 用 を 希 望 し て い た 。  

 染 織 試 験 場 の 合 否 通 知 が 教 員 受 託 手 続 き の あ と だ っ た こ と も あ り 、

高 橋 氏 は 採 用 試 験 を う け る か 否 か 、 た い へ ん 迷 っ た 。 教 員 に な る か

技 術 者 に な る か 、大 き な 人 生 の 岐 路 に 立 た さ れ た 高 橋 氏 で あ っ た が 、

あ る 理 由 か ら 染 織 試 験 場 の 技 術 者 の 道 を 選 ん だ 。 あ る 理 由 と は 、 転

勤 が な い と い う こ と だ っ た 。  

 染 織 試 験 場 の 採 用 試 験 に も 合 格 し 、 1 9 7 1 年 4 月 、技 術 吏 員 ・ 技

師 と い う 肩 書 き で 染 織 試 験 場 に 入 所 し た 。 そ の 傍 ら 、 い ま ま で 培 っ

て き た 油 絵 の ス キ ル を 生 か し 芸 術 活 動 に も 力 を 入 れ た 。 染 織 試 験 場

の 近 く に 家 を 新 築 し て ア ト リ エ を つ く り 、 知 人 た ち に 声 を か け て 油

絵 グ ル ー プ を 結 成 し 、ア ト リ エ を 活 動 の 拠 点 と し て 提 供 し た 。ま た 、

勤 労 者 や 若 者 を 対 象 と し た 公 設 の 絵 画 講 座 の 支 援 も お こ な っ た 。 そ

の お か げ も あ り 、 充 実 し た 青 春 時 代 を 過 ご す こ と が で き た 。  

 染 織 試 験 場 で の 初 任 給 は 、技 術 者 手 当 て を 入 れ て 39 , 800 円 だ っ

た 。 当 時 の サ ラ リ ー マ ン の 平 均 月 収 が 7〜 8 万 円 だ っ た の で 、 け っ

し て 高 い 給 料 を も ら っ て い た わ け で は な い 。 芸 大 卒 と い う こ と も あ

り タ オ ル メ ー カ ー か ら 採 用 の 勧 誘 も 多 々 う け た が 、 そ れ を 断 っ て 染

織 試 験 場 の 技 術 者 を 選 ん だ の は 、 転 勤 が な か っ た こ と に く わ え 、 公

務 員 を し て い た 父 親 の 背 中 を み て い た か ら で も あ る 。（ 次 号 に つ づ く ） 

 

 

 

                          


